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第１０講「自治体が実施する大規模学力・学習
状況調査とその分析」

【学修到達目標】
① 自治体が実施する大規模学力・学習状況調査の一例として、埼玉県学力・学習状

況調査について理解し、説明できる。

② 学力調査の結果データの分析には様々な手法があることを理解できる。

③ データ分析の結果から、学校や学級の傾向や個々の児童生徒のつまずきの原因を
考察し、指導改善や児童生徒への支援に繋がる方策等を検討することができる。

【目的】
第１０講では、埼玉県学力・学習状況調査を事例に、教育データの分析や活用について理解

し、学校や学級、個々の児童生徒の実態把握から授業改善につなげられる具体的な方策につい
て考えます。
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第10講「自治体が実施する大規模学力・学習状況調査とその分析」
０．我が国の主な大規模学力・学習状況調査について

（１）国・国際機関による主な調査
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・各自治体によって、調査目的、対象者、調査内容は異なる。
・埼玉県の調査は、一人一人の「学力の伸び」を測る全国初の調査として着目

調査内容対象者調査
実施年調査目的調査名実施主体

・国語、算数・数学（英
語、理科は3年ごと）
・質問紙（児童生徒、学
校）

小6、
中３

2007
年から
毎年

・学力や学習状況を把握・分析し、
教育施策の成果と課題を検証
・学校における教育指導の充実や
学習状況の改善

全国学力・学
習状況調査

文部科学
省

・読解力、数学的リテラ
シー、科学的リテラシー
の3分野
・質問紙（生徒、学校）

義務教
育終了
段階の
15 歳

2000年
から3
年ごと

身に付けてきた知識や技能を、実
生活で直面する課題にどの程度活
用できるかを測る

OECD生徒の
学習到達度調
査（PISA）

OECD
（経済協
力開発機
構）

・算数・数学、理科
・質問紙（児童生徒、教
師、学校）

（日本
では）
小４、
中２

1995年
から４
年ごと

算数・数学及び理科の教育到達度
を国際的な尺度によって測定し、
学習環境条件等の諸要因との関係
を分析する。

国際数学・理
科教育動向調
査（TIMSS）

IEA（国
際教育到
達度評価
学会）

（２）自治体による独自の調査
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１．埼玉県学力・学習状況調査について
(1) 概要
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県内の公立小・中学校等に在籍する
小学校第４学年から中学校第３学年の全児童生徒が対象調査対象

（１）児童生徒に対する調査
ア 教科に関する調査

小学校第４学年から第６学年まで 国語、算数
中学校第１学年 国語、数学
中学校第２学年及び第３学年 国語、数学、英語

イ 質問調査

（２）学校及び市町村教育委員会に対する調査

内 容

ＣＢＴ（Computer Based Testing）実施方法

○学力の伸び（経年変化）などを継続して把握することのできる調査
・小学校第４学年から中学校第３学年までの同一児童生徒を継続して調査し、

学力の伸びを把握
・ＰＩＳＡ（国際学力到達度調査）と同様の調査手法（項目反応理論）を採用

○非認知能力・学習方略を測定することのできる調査

特 長
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１．埼玉県学力・学習状況調査について

(2) 目的

児童生徒の学力や学習に関する事項を把握することで、

教育施策や指導の工夫改善を図り、

児童生徒一人一人の学力を確実に伸ばす教育を推進する。
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１．埼玉県学力・学習状況調査について

(3) 特長

①学力の伸びの継続把握を実現
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項目反応理論（IRT）
○正答・誤答が、問題の特性（難易度、測定精
度） によるのか、児童生徒の学力によるのかを
区別して分析し、児童生徒の学力スコアを推定す
るテスト理論。

全ての問題に同一尺度で難易度を設定
→ 学力のレベルを測定

年度間の「学力のレベルの差」を学力の伸
びと捉える

Ｒ７の調査で測定した
学力のレベル

Ｒ５の調査で
測定した

学力のレベル

Ｒ６の調査で
測定した

学力のレベル

学力の伸び

学力のレベルを３６段階 （１２レベル×３層）で設定
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１．埼玉県学力・学習状況調査について

(3) 特長

②非認知能力・学習方略を測定することのできる調査
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非認知能力
学力に代表される認知能力以外の様々な力

学習方略
子供が学びに向かうときの態度や学習の仕方

柔軟的方略
学習の仕方を自分の状況に合わせて
柔軟に変更していく活動

プランニング方略
計画的に学習に取り組む活動

作業方略
ノートに書く、声に出すといった「作業」
を中心に学習を進める活動

認知的方略
より自分の理解度を深めるような学習活動

努力調整方略
「苦手」などの感情をコントロールして学習へ
の意欲を高める活動

自己効力感
自分はそれが実行できるとい
う期待や自信 など

自制心
イライラしない、心の平静を保てる など

勤勉性
やるべきことをきちんとやる など

やりぬく力
粘り強い、根気がある など

向社会性
相手の気持ちを考える、親切にする など
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２．埼玉県学力・学習状況調査データ活用事業

(1) 学級経営→学力向上
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学力
（認知能力）

非認知能力

学習方略

主体的・対話的で
深い学び学級経営

「主体的・対話的で深い学び」の実施に加えて、
「学級経営」が児童生徒の「非認知能力」「学習方略」を向上させ、
児童生徒の学力向上につながる
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２．埼玉県学力・学習状況調査データ活用事業

(2) 学力が高い学校 ≠ 学力を伸ばしている学校
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学力の平均値でみた状況と学力の伸びでみた状況は異なる（ばらつく）
学力が高い学校が学力を大きく伸ばしている学校とは限らない。
学力が低い学校が、学力を伸ばしていない学校と限らない。
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３．県教育委員会での分析と活用

(1) クロス集計の例
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３．県教育委員会での分析と活用

(2) 重回帰分析の例
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３．県教育委員会での分析と活用

(3) 解答ログの分析の例
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３．県教育委員会での分析と活用

(4) 優れた指導技術の共有・普及
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４．各学校での分析と活用

(1) 解答ログ
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４．各学校での分析と活用
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解答時間が長く、
正答率が高い

↓
（授業改善例）
思考を整理するための

授業改善

①

解答時間が長く、
正答率が低い

↓
（授業改善例）
基礎・基本を徹底するための

授業改善

②

解答時間が短く、
正答率が高い

↓
（授業改善例）
発展学習の導入等を含む

授業改善

③

解答時間が短く、
正答率が低い

↓
（授業改善例）
粘り強さを実感させる

授業改善

④

(1) 解答ログ
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４．各学校での分析と活用

(2) 非認知能力・学習方略と学力
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クラス集団の県全体を基準とし
た５層分布を色で示している。
※昨年度からの同一集団内での

変化に着目し、相対的に伸ば
している子や伸び悩んでいる
子がわかる。

クラス集団を基準とした５層
分布を色で示している。
※昨年度からの同一集団内で

の変化に着目し、相対的に
伸ばしている子や伸び悩ん
でいる子がわかる。

非認知能力・学習方略の変化量を色で示
している。
※クラスの平均からは全県や他のクラス

と比べた傾向がわかり、個々の児童生徒
に着目すると、昨年度から大きく上がっ
ている・下がっている子がわかる。

学力のレベル・昨年
度からの伸びを色で
示している。
※県平均の伸びより

伸びが大きい・小さ
い子がわかる。
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本日の講義ではお話できなかった点も含め、
教育分野でのデータ活用について基礎から
解説している本で、お勧め︕



課 題

１．埼玉県学力・学習状況調査の概要や目的、特長について説明しなさい。

２．学力調査の結果データをどのような方法で分析できるかを説明しなさい。

３．ある学級では算数の「数と計算」の領域において、解答時間は短いが、

正答率は低い傾向があることがわかった。また、質問調査の結果から

作業方略の数値が低い児童が多いこともこの学級の特徴である。

このケースの場合どのような授業改善の方策が考えられるか、

具体的に説明しなさい。
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